
欧
州
で
も
っ
と
も

有
名
な
日
本
人
芸
術
家
• 
北
斎

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ユ
ル
テ
ィ

l
(
一
八
三
O
l

九
O
)
は
『
北
斎

漫
画
」
に
つ
い
て
文
章
を
残
し
た
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
人
批
評
家
の
ひ

と
り
。
北
斎
は
、
優
美
さ
に
お
い
て
ヴ
ァ
ト
l

に
、
力
強
さ
に
お
い

て
ド
l

ミ
エ
に
、
奇
想
に
お
い
て
ゴ
ヤ
に
、
そ
し
て
躍
動
感
に
お
い

て
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
匹
敵
す
る
、
と
い
う
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。

主

ふ
で
き
ば

題
の
豊
富
さ
と
筆
捌
き
の
見
事
さ
で
は
、
北
斎
に
比
べ
う
る
の
は
、

た
だ
べ
l

タ
l

・
パ
ウ
ル
・
ル
1

ペ
ン
ス
の
み
。

そ
、
つ
し
た
い
さ
さ

か
大
げ
さ
な
評
価
は
、
ピ
ユ
ル
テ
ィ
l

の
著
書
『
工
業
芸
術
の
傑
作
」

(
一
八
六
六
)
の
一
節
に
見
え
る
評
価。
そ
れ
が
ど
う
し
た
、
と
到
し

が
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
共
和
派
の
美
術
批
評
家
ピ
ユ
ル
テ

ィ

l

の
戦
略
性
を
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
治

下
に
、
金
融
資
本
主
義
が
発
達
し
た
第
二
帝
政
の
末
期
に
あ
っ
て
、

ガ
ン
ベ
ッ

タ
周
辺
に
位
置
し
た
こ
の
若
き
共
和
派
の
闘
士
は
、
工
業

芸
術
の
育
成
を
国
家
事
業
と
し
て
推
奨
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の

帝
政
派
美
術
界
に
殴
り
こ
み
を
か
け
よ
う
ー
ー
ー
と
の
野
望
を
燃
や
し

繁

F
日
ロ
ミ
生
、

お
例
カ
ノ
当
ラ

い
な
が
・
し
げ
み

(国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ

ー
教
授
)
一
九
五
七
年

、

東
京
生

ま
れ
。

八
八
年
、
テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ

に
関
す
る
博
士
論
文
を
パ
リ

第
七
大
学
に

提
出
。

サ
ン
ト
リ
ー

学
芸
賞
、
渋
沢
ク
ロ

l

デ
ル
賞
特
別
賞
、
倫
雅
美
術
奨
励
賞

、

和
辻
哲
郎
文
化
賞
他
を
受
賞
。
著
書
『
絵

画
の
黄
昏
』
「
絵画
の
東
方
』
他
。

て
い
た
。

美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
正
会
員
と
美
術
学
校
教
授
が
中
心
と
な

っ
て
官
展
サ
ロ
ン
を
午
耳
る
体
制
。

こ
れ
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て

を
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ビ
ユ
ル
テ
ィ

l

の
着
目
し
た
の
が
、

極
東
か
ら
登
場
し
た
ひ
と
り
の
絵
師
、
す
な
わ
ち
木
版
印
刷
と
い
うぁ

複
製
工
業
芸
術
に
携
わ
る
町
の
職
人
だ
っ
た
。

一
介
の
職
人
を
敢
え

て
西
洋
美
術
史
を
'代
表
す
る
巨
匠
と
引
き
比
べ
る
。

そ
こ
に
は
体
制

転
覆
の
意
図
す
ら
隠
さ
れ
て
い
た
。

一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は
、
幕
府
名
代
と
し
て
徳
川

昭
武
ら
一
行
が
派
遣
さ
れ
、
当
時
二
二
歳
の
東
洋
の
プ
リ
ン
ス
は
、

絵
入
り
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
を
蒔
く
。

博
覧
会
に
取
材

し
た
報
告
書
『
芸
術
を
競
い
合
う
諸
国
』
(
一
八
六
八
)
で
、
も
う
ひ

と
り
の
批
評
家
エ
ル
ネ
ス
ト
・
シ
ェ
ノ

l
(
一
八
三
三
|
九
O
)
は

再
び
『
北
斎
漫
画
』
に
注
目
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
美
徳
や
悪
徳
、
あ
け
つ

い
た
ず
ら

ぴ
ろ
げ
と
乱
暴
さ
と
が
、
悪
戯
っ
ぽ
く
、
皮
肉
で
哲
学
的
な
微
笑
を

え
ん
こ

ん

覗
か
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
怨
恨
も
含
ま
れ
て
は
い
な
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「欧州で最も有名な日本人芸術家・北斎」『本の窓』 2005年5月号　12-15頁

欧
州
で
も
っ
と
も

有
名
な
日
本
人
芸
術
家
• 
北
斎

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ユ
ル
テ
ィ

l
(
一
八
三

O
|
九
O
)
は

『北
斎

漫
画
』
に
つ
い
て
文
章
を
残
し
た
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
人
批
評
家
の
ひ

と
り
。
北
斎
は
、
優
美
さ
に
お
い
て
ヴ
ァ
ト
l
に
、
力
強
さ
に
お
い

て
ド
l
ミ
エ
に
、
奇
想
に
お
い
て
ゴ
ヤ
に
、
そ
し
て
躍
動
感
に
お
い

て
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
匹
敵
す
る
、
と
い
う
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。
、王

ふ
で
き
ば

題
の
豊
富
さ
と
筆
捌
き
の
見
事
さ
で
は
、
北
斎
に
比
べ
う
る
の
は
、

た
だ
べ

l
タ
l
・
パ
ウ
ル
・
ル

1
ペ
ン
ス
の
み
。
そ
う
し
た
い
さ
さ

か
大
げ
さ
な
評
価
は
、
ピ
ュ
ル
テ
ィ

l
の
著
書
『
工
業
芸
術
の
傑
作
』

(
一
八
六
六
)
の
一
節
に
見
え
る
評
価
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
、
と
詩
し

が
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
共
和
派
の
美
術
批
評
家
ピ
ユ
ル
テ

ィ
l
の
戦
略
性
を
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
治

下
に
、
金
融
資
本
主
義
が
発
達
し
た
第
二
帝
政
の
末
期
に
あ
っ
て
、

ガ
ン
ベ
ッ
タ
周
辺
に
位
置
し
た
こ
の
若
き
共
和
派
の
闘
士
は
、
工
業

芸
術
の
育
成
を
国
家
事
業
と
し
て
推
奨
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の

帝
政
派
美
術
界
に
殴
り
こ
み
を
か
け
よ
う
ー
ー
と
の
野
望
を
燃
や
し

力

日

ロ

ミ

立

に

手

引

カ

E
Y

、ョブ

い
な
が
・
し
げ
み
(
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
)
一

九
五
七
年
、
東
京
生

ま
れ
。
八
八
年
、
テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ユ
レ

に
関
す
る
博
士
論
文
を
パ
リ
第
七
大
学
に

提
出
。
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
、
渋
沢
ク
ロ

l
デ
ル
賞
特
別
賞
、
倫
雅
美
術
奨
励
賞
、

和
辻
哲
郎
文
化
賞
他
を
受
賞
。
著
書
『
絵

画
の
黄
昏
』
『
絵
画
の
東
方
』
他
。

繁

て
い
た
。
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
正
会
員
と
美
術
学
校
教
授
が
中
心
と
な

っ
て
官
展
サ
ロ
ン
を
牛
耳
る
体
制
。
こ
れ
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て

を
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ

l
の
着
目
し
た
の
が
、

極
東
か
ら
登
場
し
た
ひ
と
り
の
絵
師
、
す
な
わ
ち
木
版
印
刷
と
い
う
あ

複
製
工
業
芸
術
に
携
わ
る
町
の
職
人
だ
っ
た
。

一
介
の
職
人
を
敢
え

て
西
洋
美
術
史
を
'代
表
す
る
巨
匠
と
引
き
比
べ
る
。
そ
こ
に
は
体
制

転
覆
の
意
図
す
ら
隠
さ
れ
て
い
た
。

一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は
、
幕
府
名
代
と
し
て
徳
川

昭
武
ら
一
行
が
派
遣
さ
れ
、
当
時
二
二
歳
の
東
洋
の
プ
リ
ン
ス
は
、

絵
入
り
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
を
蒔
く
。
博
覧
会
に
取
材

し
た
報
告
書
『
芸
術
を
競
い
合
う
諸
国
』
(
一
八
六
八
)
で
、
も
う
ひ

と
り
の
批
評
家
エ
ル
ネ
ス
ト
・
シ
ェ
ノ

l
(
一
八
三
三
|
九
O
)
は

再
び

『北
斎
漫
画
』
に
注
目
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
美
徳
や
悪
徳
、
あ
け
っ

い
た
ず
句

ぴ
ろ
げ
と
乱
暴
さ
と
が
、
悪
戯
っ
ぽ
く
、
皮
肉
で
哲
学
的
な
微
笑
を

え
ん
こ
ん

覗
か
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
い
か
な
る
怨
恨
も
含
ま
れ
て
は
い
な
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い
」
と
い
っ
た
観
察
を
残
す

。

シ
ェ
ノ

l

は
『
北
斎
漫
画
』
の
特
質

と
し
て
四
点
を
指
摘
す
る

。

ま
ず
そ
れ
が
百
科
事
典
的
な
性
格
を
宿

す
こ
と
。

つ
ぎ
に

一
般
民
衆
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

。

第
三

に
都
新
混
じ
り
だ
が
鋭
く
、
即
興
の
描
写
で
あ
る
こ
と

。

最
後
に
複

製
芸
術
と
し
て
技
術
が
単
純
で
あ
り
な
が
ら
高
品
質
で
あ
る
こ
と

。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ほ
ん
の
数
年
前
に
テ
オ
フ
ィ
l

ル
・
ゴ
l

チ

エ
(
一
八
一
一
ー
ー
七
二
)
や
シ
ヤ
ル
ル
・
ボ

l

ド
レ

l

ル
(
一
八
二

一
|
六
七
)
が
声
援
を
送
っ
た
、
版
画
・
腐
蝕
銅
版
画
協
会
の
趣
意

書
に
誌
わ
れ
た
価
値
観
に
通
じ
る
特
質
だ
っ
た

。

い
わ
ば
当
時
の
欧

州
で
求
め
ら
れ
て
い
た
、
創
作
版
画
の
理
想
を
体
現
し
た
作
品
が
、

突
如
極
東
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
い
う
に
等
し
い

。

と
は
い
え
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
北
斎
理
解
は
、
ま
だ
至

っ
て
初
歩
的
な
段
階
だ
っ
た
。

そ
の
好
例
が
、
写
実
主
義
の
立
役
者

で
、
画
家
ギ
ュ
ス
タ
l

ヴ
・
ク
]
ル
ベ
(
一
八
一
九l
七
七
)
の
初

期
の
擁
護
者
と
し
て
知
ら
れ
た
シ
ャ
ン
フ
ル
リ
l
(
一
八
二
一
ー
ー
八

九
)
だ
ろ
う
。
一

八
六
九
年
に
彼
が
刊
行
し
た
『
猫
大
全
』
に
は
、

け
た
は
ず

「
五O
年
ほ
ど
前
に
死
ん
だ
日
本
の
桁
外
れ
な
芸
術
家
」
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
、
と
称
す
る
猫
の
絵
の
複
製
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

作
家
自

ら
も
、
日
本
の
画
家
を
模
範
に
、
猫
に
扮
し
た
戯
画
の
自
画
像
を
掲

げ
て
い
る
。

だ
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
国
芳
の
「
猫
の
百
面
相
」
。

北
斎
と
国
芳
の
区
別
も
つ
か
ぬ
ば
か
り
か
、
北
斎
を
実
際
よ
り
三
O

年
ほ
ど
早
く
葬
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る

。

こ
の
シ
ャ
ン
フ
ル
リ

l

の
著
作
の
広
告
と
し
て
、
エ
ド
ゥ
ア
l

ル
・
川

マ
ネ
(
一
八
三
二
l

八
三
)
が
描
い
た
石
版
画
に
〈猫
の
ラ
ン
デ
ヴ
川

l

v
が
知
ら
れ
る
。

即
興
に
し
て
詩
語
、
単
純
な
技
術
に
よ
る
民
衆
州

生
活
の
活
写
と
い
っ
た
日
本
経
由
の
価
値
観
が
、
パ
リ
の
屋
根
の
上
酬

で
密
会
に
及
ぶ
白
黒
の
猫
に
託
し
て
描
か
れ
る。

登
場
す
る
黒
猫
が
、
川

お
す

川
川

か
の
有
名
な

〈オ
ラ
ン
ピ
ア

〉
(
一
八
六
四
)
か
ら
抜
け
出
て
き
た
牡
川

舵
だ
っ
た
こ
と
も
、
当
時
の
事
情
通
な
ら
一
目
み
て
理
解
し
た
こ
と
酬

だ
ろ
う
。

『
北
斎
漫
画
』
の
模
写
も
残
す
マ
ネ
は
、
数
年
後
の
普
仏
戦
川

争
か
ら
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
l

ン
(

一
八
七
0
1

七
一
)
の
お
り
に
、
戦
州

場
と
な
っ
た
市
内
に
留
ま
っ
た

。

そ
の
時
期
の
腐
蝕
銅
版
画

〈肉
屋
川

で
の
行
列
〉
は
、
傘
が
乱
立
す
る
雨
の
日
の
情
景
、
『
北
斎
漫
画
』
初
川

編
の

〈雨
傘
〉
の
応
用
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
明
白
と
い
っ
て
よ
い
酬

だ
ろ
う
。

パ
リ
を
巻
き
込
ん
だ
こ
の
市
民
戦
争
に
際
し
て
、
マ
ネ
は
万
一
の
川

場
合
に
備
え
て
遺
書
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
遺
言
執
行
人
に
指
定
附

さ
れ
た
テ
オ
ド
l

ル
・
デ
ユ
レ
(
一
八
三
八
1

一
九
二
七
)
は
、
直

E

後
世
界
一
周
の
旅
に
出
か
け
、
日
本
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る

。

大
和
制

白
コ

ν

郡
山
で
住
民
か
ら
体
を一匹
譲
り
受
け
た
デ
ユ
レ
は
、
こ
の
犬
を
パ
れ

あ
い
が
ん

ペ
パ

リ
に
持
ち
帰
る
。

タ
マ
す
な
わ
ち
「
宝
石
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
愛
玩
刈

動
物
は
、
マ
ネ
や
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
人
気
者
に
な
っ
た
と
い
う
鴇

が
、
マ
ネ
も
タ
マ
の
写
生
を
油
彩
と
石
版
画
に
残
し
て
い
る

。

日
本

圃

の
画
家
に
倣
っ
て
、
引
き
直
し
の
利
か
な
い
墨
筆
を
頼
り
に
、
即
興
川( 13 ) 

い
」
と
い
っ
た
観
察
を
残
す
。
シ
ェ
ノ
l
は
『
北
斎
漫
画
』
の
特
質

と
し
て
四
点
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
そ
れ
が
百
科
事
典
的
な
性
格
を
宿

す
こ
と
。
つ
ぎ
に

一
般
民
衆
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三

か
い
ぎ
ゃ
く

に
譜
語
混
じ
り
だ
が
鋭
く
、
即
興
の
描
写
で
あ
る
こ
と
。
最
後
に
複

製
芸
術
と
し
て
技
術
が
単
純
で
あ
り
な
が
ら
高
品
質
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
ほ
ん
の
数
年
前
に
テ
オ
フ
ィ

l
ル
・
ゴ

l
チ

エ
(
一
八

一
一
七
二
)
や
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
l
ド
レ
l
ル
(
一
八
二

一
ー
ー
六
七
)
が
声
援
を
送
っ
た
、
版
画
・
腐
蝕
銅
版
画
協
会
の
趣
意

書
に
誼
わ
れ
た
価
値
観
に
通
じ
る
特
質
だ
っ
た
。
い
わ
ば
当
時
の
欧

州
で
求
め
ら
れ
て
い
た
、
創
作
版
画
の
理
想
を
体
現
し
た
作
品
が
、

突
知
極
東
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
い
う
に
等
し
い
。

と
は
い
え
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
北
斎
理
解
は
、
ま
だ
至

っ
て
初
歩
的
な
段
階
だ
っ
た
。
そ
の
好
例
が
、
写
実
主
義
の
立
役
者

で
、
画
家
ギ
ユ
ス
タ
1
ヴ
・
ク
l
ル
ベ
(
一
八
一
九
l

七
七
)
の
初

期
の
擁
護
者
と
し
て
知
ら
れ
た
シ
ャ
ン
フ
ル
リ
l
(
一
八
二
一
ー
ー
八

九
)
だ
ろ
う
。
一

八
六
九
年
に
彼
が
刊
行
し
た
『
猫
大
全
」
に
は
、

け
た
は
ず

「五

O
年
ほ
ど
前
に
死
ん
だ
日
本
の
桁
外
れ
な
芸
術
家
」
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
、
と
称
す
る
猫
の
絵
の
複
製
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
作
家
自

ら
も
、
日
本
の
画
家
を
模
範
に
、
猫
に
扮
し
た
戯
画
の
自
画
像
を
掲

げ
て
い
る
。
だ
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
国
芳
の
「
猫
の
百
面
相
、

北
斎
と
国
芳
の
区
別
も
つ
か
ぬ
ば
か
り
か
、
北
斎
を
実
際
よ
り
三

O

年
ほ
ど
早
く
葬
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
シ
ャ
ン
フ
ル
リ
!
の
著
作
の
広
告
と
し
て
、
エ
ド
ゥ
ア
1
ル
・
州

マ
ネ
(
一
八
三
二
八
一
二
)
が
描
い
た
石
版
画
に

〈猫
の
ラ
ン
デ
ヴ
川

l
v
が
知
ら
れ
る
。
即
興
に
し
て
諾
語
、
単
純
な
技
術
に
よ
る
民
衆
剛

生
活
の
活
写
と
い
っ
た
日
本
経
由
の
価
値
観
が
、
パ
リ
の
屋
根
の
上
川

で
密
会
に
及
ぶ
白
黒
の
猫
に
託
し
て
描
か
れ
る
。
登
場
す
る
黒
猫
が
、
川

お
す

山
川

か
の
有
名
な

〈
オ
ラ
ン
ピ
ア
〉
(
一
八
六
四
)
か
ら
抜
け
出
て
き
た
牡
川

猫
だ
っ
た
こ
と
も
、
当
時
の
事
情
通
な
ら
一
目
み
て
理
解
し
た
こ
と
川

だ
ろ
う
。
『
北
斎
漫
画
』
の
模
写
も
残
す
マ
ネ
は
、
数
年
後
の
普
仏
戦
川

争
か
ら
パ
リ

・
コ
ミ
ュ

l
ン

(
一
八
七
O

|
七
こ
の
お
り
に
、
戦

州

場
と
な
っ
た
市
内
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
時
期
の
腐
蝕
銅
版
画

〈肉

屋

川

で
の
行
列
〉
は
、
傘
が
乱
立
す
る
雨
の
日
の
情
景
、
『
北
斎
漫
画
』
初
川

編
の

〈
雨
傘
〉
の
応
用
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
明
白
と
い
っ
て
よ
い
酬

だ
ろ
う
。

川

パ
リ
を
巻
き
込
ん
だ
こ
の
市
民
戦
争
に
際
し
て
、
マ
ネ
は
万
一
の
川

場
合
に
備
え
て
遺
書
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
遺
言
執
行
人
に
指
定
川

さ
れ
た
テ
オ
ド
l
ル
・
デ
ユ
レ
(
一
八
三
八
l

一
九
二
七
)
は
、
直
劃

後
世
界
一
周
の
旅
に
出
か
け
、
日
本
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
大

和

制

ち
ん

郡
山
で
住
民
か
ら
狩
を

一
匹
譲
り
受
け
た
デ
ユ
レ
は
、
こ
の
犬
を
パ
材

あ
い
が
ん

-人J
U

リ
に
持
ち
帰
る
o

タ
マ
す
な
わ
ち
「
宝
石
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
愛
玩
刈

動
物
は
、
マ
ネ
や
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
人
気
者
に
な
っ
た
と
い
う
鵠

が
、
マ
ネ
も
タ
マ
の
写
生
を
油
彩
と
石
版
画
に
残
し
て
い
る
。
日
本

・

の
画
家
に
倣
っ
て
、
引
き
直
し
の
利
か
な
い
墨
筆
を
頼
り
に
、
即
興
酬

( 13 ) 



で
動
物
の
動
き
を
捉
え
よ
う
と
す
る
マ
ネ
の
意
思
が
、
い
さ
さ
か
ぎ

こ
ち
な
い
筆
跡
か
ら
も
、
知
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ。

実
は
、
こ
こ
に
登
場
し
た
デ
ユ
レ
と
い
う
人
物
が
、
フ
ラ
ン
ス
で

最
初
の
学
術
的
な
体
裁
の
北
斎
論
を
執
筆
す
る
人
物
と
な
る。
近
年

惜
し
ま
れ
つ
つ
廃
刊
と
な
っ
た
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
l

ル
』
誌

に
一
八
八
二
年
に
二
度
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
美
術
、
絵

入
り
本
|
画
帳
北
斎
」
に
は
、
『
北
斎
漫
画
」
に
触
れ
て
、
「
即
興

で
描
き
直
し
の
利
か
な
い
描
写
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
え
る。
こ
れ
は
、

1871 年図版上:工ドウアール・マネ 《肉屋での行列》

(エッチング・紙 兵庫県立美術館所蔵)

図版下:葛飾北斎『北斎漫画J 初編より 〈雨傘〉

と
は
い
え
こ
の
教
条
が
、
マ
ネ
や
印
象
派
の
、
仕
上
げ
を
無
視
し
た
川

即
興
の
制
作
ぶ
り
を
正
当
化
す
る
、
理
論
的
後
ろ
盾
と
な
っ
た
。

誤
川

解
が
招
い
た
思
わ
ぬ
効
用
だ
が
、
こ
の
事
実
は
、
無
視
で
き
ま
い
。

川

「
画
面
に
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
の
大
き
さ
の
人
物
が
、
上
か
ら
下
ま
で
、
川

西
洋
の
透
視
画
法
な
ど
無
視
し
て
て
ん
で
に
配
列
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
酬

い
か
に
も
生
き
生
き
と
し
て
所
を
得
て
い
る
」
、
と
デ
ユ
レ
は
観
察
し
川

て
み
せ
る
。

こ
れ
ま
た
、
構
図
が
下
手
で
、
制
作
が
あ
ま
り
に
無
計
川

( 14 ) 

で
動
物
の
動
き
を
捉
え
よ
う
と
す
る
マ
ネ
の
意
思
が
、
い
さ
さ
か
ぎ

こ
ち
な
い
筆
跡
か
ら
も
、
知
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

実
は
、
こ
こ
に
登
場
し
た
デ
ユ
レ
と
い
う
人
物
が
、
フ
ラ
ン
ス
で

最
初
の
学
術
的
な
体
裁
の
北
斎
論
を
執
筆
す
る
人
物
と
な
る
。
近
年

惜
し
ま
れ
つ
つ
廃
刊
と
な
っ
た
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
l
ル
』
誌

に
一
八
八
二
年
に
二
度
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
美
術
、
絵

入
り
本
l

画
帳
北
斎
」
に
は
、
『
北
斎
漫
画
』
に
触
れ
て
、
「
即
興

で
描
き
直
し
の
利
か
な
い
描
写
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、

1871年

( 14 ) 
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と
は
い
え
こ
の
教
条
が
、
マ
ネ
や
印
象
派
の
、
仕
上
げ
を
無
視
し
た
川

即
興
の
制
作
ぶ
り
を
正
当
化
す
る
、
理
論
的
後
ろ
盾
と
な
っ
た
。
誤

川

解
が
招
い
た
思
わ
ぬ
効
用
だ
が
、
こ
の
事
実
は
、
無
視
で
き
ま
い
。

川

「
画
面
に
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
の
大
き
さ
の
人
物
が
、
上
か
ら
下
ま
で
、
川

西
洋
の
透
視
画
法
な
ど
無
視
し
て
て
ん
で
に
配
列
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
酬

い
か
に
も
生
き
生
き
と
し
て
所
を
得
て
い
る
」
、
と
デ
ユ
レ
は
観
察
し
酬

て
み
せ
る
。
こ
れ
ま
た
、
構
図
が
下
手
で
、
制
作
が
あ
ま
り
に
無
計
川



画
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
盟
友
マ
ネ
を
擁
護
す
る
の
に
、

も
っ
て
こ
い
の
議
論
だ
っ
た
。

北
斎
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
、

デ
ユ
レ
は
も
っ
ぱ
ら
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
キ
ン
ス
(
一
八
三
五
|

一
九
一
五
)
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
(
一
八
四
二
l

一
九

0
0
)
と
い
う
、
二
人
の
滞
日
経
験
豊
か
な
専
門
家
の
知
識
を
受
け

売
り
す
る
に
留
ま
る
。

だ
が
デ
ユ
レ
は
、
あ
く
ま
で
北
斎
が
「
工
業

芸
術
と
わ
れ
わ
れ
の
呼
ぶ
」
分
野
の
職
匠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

版
画
が
民
衆
絵
画
で
あ
る
が
ゆ
え
に
土
佐
派
や
狩
野
派
な
ど
か
ら
は

疎
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
デ
ユ
レ
は
日

く
み
は
ん
ち
ゅ
う

本
の
北
斎
軽
視
に
は
与
せ
ず
、
か
え
っ
て
「
大
芸
術
」
の
範
障
か
ら

は
締
め
出
さ
れ
た
不
遇
ゆ
え
に
、
北
斎
を
高
く
評
価
す
る
。

こ
こ
に

も
ま
た
、
当
時
の
官
展
派
か
ら
唾
棄
さ
れ
て
い
た
印
象
派
を
擁
護
す

る
た
め
に
、
北
斎
が
動
員
さ
れ
た
、
と
い
う
欧
州
で
の
事
情
が
見
え

き
ゅ
う
せ
ん
ぼ
う

て
く
る
。

実
際
、
デ
ュ
レ
は
当
時
、
印
象
派
擁
護
派
の
急
先
鋒
を
も

東京堂出版

『平家物語J を知る
事典 日下力編
『平家物語j のあらすじ、名場
面、登場人物などを解説。 平曲
「横笛J CD付。 定価2940円

古代エジプトを
知る事典吉村市編著
古代エジプトの国土 ・ 歴史

・ ファラオ ・ ミイラ・宗教
.戦争・教育・スポーツな
どを紹介する 。 定価2625円

最新ニュース英語
辞典 デイリーヨミウリ編
政治-経済・文化・国際 ・ 安
全保障 ・ 科学技術などから主
要な用語を解説。 定価2730円

平安朝の雅楽
遠藤徹著わが国雅楽の
最盛期である平安時代の雅
楽を構造と歴史の両面から
解明する 。 定価16800円

っ
て
任
じ
て
い
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
北
斎
を
そ
の
祖
国
の
芸
術
家
た
ち
の
筆
頭
に
位

置
づ
け
て
か
ら
は
じ
め
て
、
日
本
人
た
ち
も
、
彼
を
ひ
ろ
く
偉
人
の

ひ
と
り
と
し
て
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。

北
斎
を
日
本
随
一
の
芸
術

家
と
認
め
る
デ
ユ
レ
の
こ
の
認
識
は
、
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
(

一
八
四
六

|
一
九
二

一
)
の
『
日
本
美
術
』
(
一
八
八
三
)
を
経
て
、
世
紀
末
に

は
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク

l

ル
(

一
八
二
二
1

九
六
)
の
遺
著
『
北

斎
』
(
一
八
九
六
)
に
引
き
継
が
れ
る。
一
八
九
五
年
七
月
十
六
日
に

パ
リ
に
立
ち
寄
っ
た
米
国
の
画
家
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ

l

ジ
ユ
(
一

八
三
五
|
一
九
一

O
)
か
ら
、
北
斎
は
今
で
も
日
本
で
は
軽
蔑
さ
れ

て
い
る
と
耳
に
し
た
文
豪
は
、
『
北
斎
』
の
冒
頭
で
、
そ
の
才
能
を
開

示
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
人
だ
と
、

豪
語
し
た
。

こ
う
し
て
北
斎
は
、
欧
州
で
も
っ
と
も
有
名
な
日
本
人
芸
術
家
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
。

手作り ぬ

クロースアップマジック
荒井晋ー著 テーブルの上
で行なわれるマジ ッ クを難
易度の順で縮介。 20作品を
収める 。 定価1890円

111111. 特集/北斎を知る .111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

ぴったりの香りを選ぶ

アロマテラピーガイド
苑回みほ著 個人の好み、
心身の状態に合わせた、相
性のよい香りのレシピを紹
介する 。 定価1995円

ファッションクリエー
ションのひみつ
大島幸治著 実技重視の従
来型のテキストとは違った
デザイナーの創造力を養う
ための書。 定価2310円

ファッションの記憶
伊豆原月絵著 60-70年代
にシネマや街の中で出会っ
たファションの記憶をたどる
おしゃれ探し。 定価2520円
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画
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
盟
友
マ
ネ
を
擁
護
す
る
の
に
、

も
っ
て
こ
い
の
議
論
だ
っ
た
。
北
斎
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
、

デ
ユ
レ
は
も
っ
ぱ
ら
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ス
(
一
八
三
五
|

一
九
一
五
)
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
(
一
八
四
二

l
一
九

0
0
)
と
い
う
、
二
人
の
滞
日
経
験
豊
か
な
専
門
家
の
知
識
を
受
け

売
り
す
る
に
留
ま
る
。
だ
が
デ
ユ
レ
は
、
あ
く
ま
で
北
斎
が
「
工
業

芸
術
と
わ
れ
わ
れ
の
呼
ぶ
」
分
野
の
職
匠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

版
画
が
民
衆
絵
画
で
あ
る
が
ゆ
え
に
土
佐
派
や
狩
野
派
な
ど
か
ら
は

疎
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
デ
ユ
レ
は
日

く

み

は

ん

ち

ゅ

う

本
の
北
斎
軽
視
に
は
与
せ
ず
、
か
え
っ
て
「
大
芸
術
」
の
範
臨
時
か
ら

は
締
め
出
さ
れ
た
不
遇
ゆ
え
に
、
北
斎
を
高
く
評
価
す
る
。
こ
こ
に

も
ま
た
、
当
時
の
官
展
派
か
ら
唾
棄
さ
れ
て
い
た
印
象
派
を
擁
護
す

る
た
め
に
、
北
斎
が
動
員
さ
れ
た
、
と
い
う
欧
州
で
の
事
情
が
見
え

き
ゅ
う
せ
ん
ぼ
う

て
く
る
。
実
際
、
デ
ユ
レ
は
当
時
、
印
象
派
擁
護
派
の
急
先
鋒
を
も

東京堂出版

『平家物語Jを知る
事典 日下力編

『平家物語jのあらすじ、名場
面、登場人物などを解説。平曲
「横笛JCD付。 定価2940円

古代エジプトを
知る事典封筒台編著
古代エジプトの国土・歴史
・ファラオ・ミイラ・ 宗教
.戦争・教育・スポーツな
どを紹介する。定価2625円

最新ニュース英語
辞典 デイリーヨミウリ編
政治-経済・文化 ・国際 ・安
全保障 ・科学技術などから主
要な用語を解説。定価2730円

平安朝の雅楽
遠藤徹著わが国雅楽の
最盛期である平安時代の雅
楽を構造と歴史の両面から
解明する。 定価16800円

っ
て
任
じ
て
い
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
北
斎
を
そ
の
祖
国
の
芸
術
家
た
ち
の
筆
頭
に
位

置
づ
け
て
か
ら
は
じ
め
て
、
日
本
人
た
ち
も
、
彼
を
ひ
ろ
く
偉
人
の

ひ
と
り
と
し
て
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
北
斎
を
日
本
随
一
の
芸
術

家
と
認
め
る
デ
ユ
レ
の
こ
の
認
識
は
、
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
(
一
八
四
六

ー
一
九
二

一
)
の
『
日
本
美
術
』
(
一
八
八
三
)
を
経
て
、
世
紀
末
に

は
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
l
ル
(
一
八
二
二
1

九
六
)
の
遺
著
『
北

斎
』
(
一
八
九
六
)
に
引
き
継
が
れ
る
。一

八
九
五
年
七
月
十
六
日
に

パ
リ
に
立
ち
寄
っ
た
米
国
の
画
家
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
l
ジ
ユ
(
一

八
三
五
|
一
九
一

O
)
か
ら
、
北
斎
は
今
で
も
日
本
で
は
軽
蔑
さ
れ

て
い
る
と
耳
に
し
た
文
豪
は
、
『
北
斎
』
の
冒
頭
で
、
そ
の
才
能
を
開

示
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
人
だ
と
、

豪
語
し
た
。

こ
う
し
て
北
斎
は
、
欧
州
で
も
っ
と
も
有
名
な
日
本
人
芸
術
家
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
。

手作り ぬ

クロースアップマジック
荒井晋ー著 テーブルの上
で行なわれるマジックを難
易度の順で紹介。20作品を
収める。 定価1890円

ぴったりの香りを選ぶ

アロマテラピーガイド
苑回みほ著個人の好み、
心身の状態に合わせた、相
性のよい香りのレシピを紹
介する。 定価1995円

ファッションクリエー
ションのひみつ
大島幸治著 実技重視の従
来型のテキストとは違った
デザイナーの創造力を養う
ための書。 定価2310円

ファッションの記憶
伊豆原月絵著 60-70年代
にシネマや街の中で出会っ
たファションの記憶をたどる
おしゃれ探し。 定価2520円

(価格は税込)
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引」
戸 女

現
代
は
情
報
社
会
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
見
れ

ば
、
情
報
と
言
わ
れ
る
も
の
の
卯

%
は
ゴ
ミ
の
よ
う
な
く
だ
ら
な
い

も
の
で
し
ょ
う
。

女
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
神
器
の
よ
う
に
あ
が
め
ら
れ
、
も
は
や
そ
れ

が
な
い
と
生
き
て
い
か
れ
な
い
よ
う
な
気
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
も
の
が
な
い

時
代
で
も
、
私
た
ち
は
十
分
豊
か
な
生
活
を
し

て
い
た
は
ず
で
す
。
逆
に
、
今
は
携
帯
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
卑
劣
な
犯
罪
な
ど
が
横

行
し
て
、
社
会
を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
の
が
現

実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
私
た
ち
は
生
活
す
る
う
え
で
、
本
当
に
こ
の

よ
う
な
膨
大
な
情
報
を
、
そ
れ
も
人
よ
り
も
早

く
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

投
資
な
ど
の
マ
ネ
l

ゲ
l

ム
に
は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
マ
ネ
l

ゲ
l

ム
は
、
あ

る
特
定
の
個
人
を
お
金
持
ち
に
し
て
く
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
大
勢
を
不
幸
に
す

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
か
つ
て
、
某
大

国
の
投
資
会
社
が
、
発
展
途
上
国
に
膨
大
な
投

資
を
し
ま
し
た
。

そ
の
投
資
は
発
展
途
上
国
に

一
時
的
な
好
景
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
突

然
、
投
資
会
社
は
利
益
を
含
め
す
べ
て
引
き
揚

げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
途
上
国
の
経
済
は
ガ

タ
ガ
タ
に
な
り
、
人
々
の
生
活
は
以
前
よ
り
も

酷
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

別
に
違
法
な
こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
が
、
マ
ネ
i

ゲ
I

ム
の
恐
ろ
し
さ

の
一
端
が
う
か
が
え
ま
す
(
日
本
の
バ
ブ
ル
経

済
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
)
。

実
今
度
、
『
賂
舵』
と
い
う
雑
誌
が
小
学
館
か
ら

創
刊
さ
れ
ま
す
。

こ
の

『賂
舵
』
は
、
時
代
に

逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
、
隔
月
刊
で
出
版
さ
れ

ま
す
。
情
報
の
ス
ピ
ー
ド
よ
り
は
、
人
々
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
質
を
求
め
る
と
い
う
考
え
方

が
基
本
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
隔
月
刊
と

い
う
の
は
ひ
と
つ
の
冒
険
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
読
者
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

そ
れ
で
も
な
お
隔
月
刊
に
固
執
す
る
編
集

者
に
エ
l

ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ス

ロ
l

ラ
イ
フ
を
具
現
化
す
る
素
晴
ら
し
い
雑
誌

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
次
第
で
す
。

(
丘
)
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出

-R現代
は
情
報
社
会
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
見
れ

ば
、
情
報
と
言
わ
れ
る
も
の
の
卯

%
は
ゴ
ミ
の
よ
う
な
く
だ
ら
な
い

も
の
で
し
ょ
う
。

女
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
神
器
の
よ
う
に
あ
が
め
ら
れ
、
も
は
や
そ
れ

が
な
い
と
生
き
て
い
か
れ
な
い
よ
う
な
気
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
も
の
が
な
い

時
代
で
も
、
私
た
ち
は
十
分
豊
か
な
生
活
を
し

て
い
た
は
ず
で
す
。
逆
に
、
今
は
携
帯
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
卑
劣
な
犯
罪
な
ど
が
横

行
し
て
、
社
会
を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
の
が
現

実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
私
た
ち
は
生
活
す
る
う
え
で
、
本
当
に
こ
の

よ
う
な
膨
大
な
情
報
を
、
そ
れ
も
人
よ
り
も
早

く
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

投
資
な
ど
の
マ
ネ
l
ゲ
l
ム
に
は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
マ
ネ
l
ゲ
l
ム
は
、
あ

る
特
定
の
個
人
を
お
金
持
ち
に
し
て
く
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
大
勢
を
不
幸
に
す

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
か
つ
て
、
某
大

国
の
投
資
会
社
が
、
発
展
途
上
国
に
膨
大
な
投

後集編

資
を
し
ま
し
た
。
そ
の
投
資
は
発
展
途
上
国
に

一
時
的
な
好
景
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
突

然
、
投
資
会
社
は
利
益
を
含
め
す
べ
て
引
き
揚

げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
途
上
国
の
経
済
は
ガ

タ
ガ
タ
に
な
り
、
人
々
の
生
活
は
以
前
よ
り
も

酷
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

別
に
違
法
な
こ
と
を
や
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
が
、
マ
ネ
l
ゲ
l
ム
の
恐
ろ
し
き

の
一
端
が
う
か
が
え
ま
す
(
日
本
の
バ
ブ
ル
経

済
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
)
。

女
今
度
、
『
賂
舵
』
と
い
う
雑
誌
が
小
学
館
か
ら

創
刊
さ
れ
ま
す
。
こ
の

『賂
舵
』
は
、
時
代
に

逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
、
隔
月
刊
で
出
版
さ
れ

ま
す
。
情
報
の
ス
ピ
ー
ド
よ
り
は
、
人
々
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
質
を
求
め
る
と
い
う
考
え
方

が
基
本
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
隔
月
刊
と

い
う
の
は
ひ
と
つ
の
冒
険
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
読
者
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
な
お
隔
月
刊
に
固
執
す
る
編
集

者
に
エ

l
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ス

ロ
l
ラ
イ
フ
を
具
現
化
す
る
素
晴
ら
し
い
雑
誌

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
次
第
で
す
。

(丘)
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